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特別損失の発生及び通期（連結・個別）業績予想の修正について 
 

 

 この度、当社において、特別損失が発生いたしますので、下記のとおりお知らせいたしますととも

に、平成 19 年 12 月期通期（平成 19 年１月１日～平成 19 年 12 月 31 日）の業績予想について、平成

19 年８月 20 日付「平成 19 年 12 月期中間決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修

正いたします。 

 

記 

１．特別損失の発生及びその内容 

 連結子会社である蘇州不二精机有限公司への出資金の実質価額が当期末時点で著しく下落してい

ることにより、当該出資金の実質価額までの評価減を実施いたします。 

この処理により、平成 19 年 12 月期の個別決算において、関係会社出資金評価損 141 百万円を特

別損失に計上いたします。 

 なお、この処理による連結業績への影響はありません。 

 

 

２．通期（連結）業績予想の修正(平成 19 年１月１日～平成 19 年 12 月 31 日) 

（単位：百万円） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想（A） 9,429  117  22   82  

今回修正予想（B） 9,484  53  △71   38  

増  減  額（B－A） 55  △64  △93   △44  

増   減   率（％） 0.6%  △54.7%  －   △53.7%  

ご参考 

前期実績（平成 18 年 12 月期） 9,377  △160  △135   △514  

 

 

修正理由 

 売上高については、精密金型セグメントの売上増により前回予想を上回るものの、営業利益

については、中国子会社での液晶関連成形品の量産開始の遅れにより前回予想を下回る見込み

であります。経常利益については、円高の進行により為替差益が中間時点より減少したことな

どにより、前回予想を下回る見込みであります。 

 当期純利益については、法人税等調整額の計上額が減少するなどのプラス要因があったもの

の、経常利益が前回予想を下回ることなどにより、前回予想を下回る見込みであります。 

 

 

 

 



 
 
 

 
 

３．通期（個別）業績予想の修正(平成 19 年１月１日～平成 19 年 12 月 31 日) 

（単位：百万円） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想（A） 7,636  161  100   △79  

今回修正予想（B） 7,460  224  59   △227  

増  減  額（B－A） △176  63  △41   △148  

増   減   率（％） △2.3%  39.1%   △41.0%    －  

ご参考 

前期実績（平成 18 年 12 月期） 7,569  80  144   △1,194  

 

 

修正理由 

 売上高については、精密金型セグメントでの売上増があったものの、精密成形品セグメント

でのディスクケース関連の売上減により前回予想を下回りましたが、営業利益については、経

費削減などの効果により前回予想を上回る見込みであります。経常利益については、円高の進

行による為替差損の発生などにより前回予想を下回る見込みであります。 

 当期純利益については、関係会社出資金評価損 141 百万円を特別損失に計上することなどに

より前回予想を下回る見込みであります。 

 

以  上 


